
釧 路水 試 だ よ り

築30年を経過した現在の本庁舎全*

○根室海峡で豊漁

～昨年のスルメイカ漁を撮り返って～

○マサバ資源はどうなっているのf='ろうか

○アサリとヤマ トシジミの砂抜きについて

○ホタテ貝の新たな食品としての需要をもとめて

平成 8年 3月

北海道立釧路水産試験場



釧路水式だよLJ 第74号 (1996･3)

根

室

海

峡

で

豊

漁

～
昨
年
の
ス
ル
メ
イ
カ
漁
を
振
り
返
る
～

高

一
九
九
五
年
の
ス
ル
メ
イ
カ
漁
は
道
東
太
平
洋

(広
尾
～
根
室
)
で
は
振
わ
ず
､
根
室
海
峡

(羅
臼

沿
岸
)
で
は
対
照
的
に
豊
漁
だ
っ
た
｡

<
羅
臼
の
ス
ル
メ
イ
カ
漁
∨

盛
漁
期
は
十
月
～
十

一
月

羅
臼
沿
岸
で
は
ス

ル
メ
イ
カ
は
七
月
か
ら
十
二
月

ま
で
漁
獲
さ
れ
る
｡
い
ず
れ
の
年
も
盛
漁
期
は
十
月

～
十

一
月
で
､
九
五
年
に
は
こ
の
二
か
月
で
年
漁
獲

昭

宏

量
の
九
七
%
を
占
め
た
｡

(図
2
参
照
)

<
道
東
太
平
洋
､
根
室
海
峡
の
漁
況
概
況
∨

道
東
太
平
洋
で
は
漁
獲
量

(釣
り
､
底
引
き
)
は

四
､
三
五
四
ト
ン
と
前
半
を
下
回
り

(前
半
比
六
四

%
)､九
〇
年
以
降
で
は
二
番
目
に
低
い
結
果
と
な

っ

た
｡
ス
ル
メ
イ
カ
の
北
上
期
に
当
た
る
六
月
～
七
月

の
海
水
温
が
前
年
に
比
べ
低
-
'
そ
の
影
響

で
沿
岸

へ
の
来
遊
時
期
が
遅
れ
､
こ
れ
が
漁
況
不
振
の

1
因

と
な
っ
た
｡

根
室
海
峡
で
は
主
に
羅
臼
沿
岸
で
釣
り
'
サ
ケ
定

置
網
で
漁
獲
さ
れ
､
九
五
年
に
は
総
漁
獲
量
は
二
万

ト
ン
を
超
え
過
去
二
十
年
の
最
高
と
な

っ
た
｡
根
室

海
峡
で
も
､
道
東
太
平
洋
と
同
様
に
九

〇
年
か
ら
漁

獲
量
が
増
加
に
転
じ
､
良
-
似
た
傾
向

の
変
動
を
し

て
き
た
｡

(図
1
参
照
)

(万 トン)

ト ; J _: . : -: :=T i
冶5 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995

年

図 1 スルメイカ漁礁J変動 (道東太平洋と根室海峡の比較)

注 :道東太平洋は ｢釣り｣､｢底引き｣､根室海峡は ｢釣り｣､｢定置｣､
｢刺し網｣による漁獲量

7月 8月 9月 10月 11月 12月

図2 スルメイカ年次別 ･月別漁礁霊 (羅臼)

(釣り､定置網､刺し網の合計)
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釧路水拭だより 第74号 (1996･3)

主
に
釣
り
と
定
置
網
で

羅
臼
沿
岸
で
は
ス
ル
メ
イ
カ
は
大
部
分
が
釣
り
と

サ
ケ
定
置
網
に
よ
っ
て
漁
獲
さ
れ
'

一
部
は
ホ
ッ
ケ

を
主
な
漁
獲
対
象
と
す
る
刺
し
網
に
よ
る
｡
釣
り
と

サ
ケ
定
置
網
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
同
程
度
が
漁
獲
さ
れ
'

九
五
年
に
は
釣
り
I
八
､
三
七
六
ト
ン

(
四
二
%
)
､

サ
ケ
定
置
網
-
九
､
四
五
六
ト
ン

(
四
七
%
)
'
刺

し
網

(
1
1
%
)
で
あ

っ
た
.
逆
に
九

1
年
'
九
二

年
の
よ
う
に
釣
り
漁
獲
量
が
定
置
網
漁
獲
量
を
上

回
っ
た
年
も
あ
る
｡

(図
3
参
照
)

一
日
で
八
百
ー
ン
も
…
定
置
網

九
三
年
ま
で
は
サ
ケ
定
置
網
は
羅
臼
町
の
沿
岸
に

三
六
か
統
設
置
さ
れ
て
い
た
が
､
九
四
年
か
ら
三
三

か
続
に
減

っ
た
｡
サ
ケ
定
置
網
に
十
月
か
ら
ス
ル
メ

イ
カ
が
ま
と
ま

っ
て
乗
綱
し
､
九
五
年
に
は
漁
獲
量

に
三
つ
の
山
が
見
ら
れ
た

(十
月
十
日
頃
､
十
月
末

～
十

1
月
初
め
'
十

1
月
中
頃
)
｡
十

1
月
十

1
日

に
こ
の
年
最
高
の
八
四
七
ト
ン
の
水
揚
げ
が
あ

っ
た
｡

サ
ケ
定
置
網
漁
業
は
例
年
ど
お
り
十

一
月
未
で
終

わ
っ
た
｡

(図
4
参
照
)

1991 1992 1993

年

図3 スルメイカ年次別 ･漁法別漁獲量 (羅臼)

(百 トン)

7 14 21 28 4 11 18 25 (日)

10月 11月

図4 スルメイカ日別漁獲量変動 (1995年､羅臼､定置網)

ll

8

8

1

2

0

増
え
る
釣
り
漁
船

釣
り
漁
船
の
操
業
隻
数
は
九
〇
年
代
に
入

っ
て
増

え
は
じ
め
'九
四
年
に
は
多
い
日
に
は

一
二

隻
(十

一
月
十
二
日
)
'
九
五
年
に
は

1
七
二
隻

(十

1
月

十

l
日
)
が
水
揚
げ
し
た
｡
九
五
年
十

1
月
十

1
日

に
釣
り
に
よ
る
水
揚
げ
量
は

1
､
〇
八

1
ト
ン
と
こ

の
年
最
高
と
な

っ
た
｡

九
五
年
に
は
道
東
太
平
洋
の
漁
況
が
不
振
な
た
め
､

釣
り
漁
船
が
羅
臼
沿
岸
に
集
ま

っ
た
｡
盛
漁
期
に
当

た
る
十
月
～
十

一
月
の
操
業
隻
数
は
九
五
年
に
は
八
､

〇
〇
七
隻

で
､
九
四
年
の
四
㌧
四
三

一
隻
を
上
回
っ

た

(
1
･八
倍
)
.
十
月
～
十

1
月
の

1
隻

一
晩
当

た
り
漁
獲
量
は
九
五
年
は

1
･
二
六
ト
ン
で
､
九
四

年

(
一
･四
八
ー
ン
)
よ
り
低
か
っ
た
｡
こ
の
よ
う

に
九
五
年
の
羅
臼
で
の
豊
漁
は
'
漁
船
数
の
増
加
も

1
因
で
あ
る
｡

(図
5
参
照
)

∧
道
東
沖
合
か
ら
羅
臼
へ
回
避
>

ロ
シ
ア
も
調
査

ロ
シ
ア
の
チ
ン
ロ
ー

(太
平
洋
漁
業
海
洋
学
研
究

所

･
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
)
が
九
二
年
に
道
東
太
平
洋

沖
合
'
中

･
南
部
千
島
海
域
～
サ
ハ
-
ン
東
岸
に
か

け
て
､
ト
ロ
ー
ル
網
を
用
い
て
T
三
〇
回
の
ス
ル
メ

イ
カ
の
分
布

･
資
源
調
査
を
行

っ
た
｡
そ
の
結
果
が

｢
1
九
九
二
年
七
月
～
八
月
に
お
け
る
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
お
よ
び
千
島
列
島

太
平
洋
側
の
ス
ル
メ
イ
カ
の
分

布
と
資
源
｣
と
し
て
発
表
さ
れ
た
｡
こ
れ
は
著
者
シ
ェ

フ
ツ
ォ
フ
ら
が
九
四
年
に
北
水
研
で
講
演
し
た
も
の



で

｢オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
ス
ル
メ
イ
カ
は
､
日
本
海
か

ら
宗
谷
海
峡
を
通

っ
て
進
入
す
る
ら
し
い
｡
南
千
島

海
域
の
ス
ル
メ
イ
カ
に
は
､
日
本
海
か
ら
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
を
経
て
回
避
し
て
-
る
も
の
と
'
太
平
洋
の
沿

岸
を
北
上
し
て
-
る
も
の
が
あ
る
｣
と
し
て
い
る
｡

(図
6
参
照
)

釧路水乾だより 第74号 (1996･3)

(llJ)

1

6

4

2

0

図5 1隻1晩当りスルメイカ漁獲t変動 (1995年､羅臼､釣 り)

図6 1992年7月～8月の千島 ･北海道海域におけるスルメイカ分布

注 :ゲ･ア･シェフツオフ､他 (1994)による講演原稿より転載

I3-

北
部
日
本
海
の
利
尻
島
海
峡
で
の
放
流
個
体
が
羅

臼
の
定
置
網
で
再
捕
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り

(九
四
年

ら
も
太
平
洋
か
ら
も
回
避
し
て
-
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
｡

に
二
例
)
'
根
室
海
峡
の
ス
ル
メ
イ
カ
は
日
本
海
か

日
本
海
系
と
太
平
洋
系
の
量
的
関
係
は
年
に
よ
っ



釧路水坑だより 第74号 (1996･3)

て
異
な
る
が
'
釧
路
水
試
調
査
船

･
北
辰
丸
の
調
査

測
定
資
料
か
ら
見
て
も
'
網
走
沿
岸
に
来
遊
し
た
ス

に
よ
る
と
､
生
殖
腺
の
熱
度
か
ら
見
て
'
九
五
年
に

ル
メ
イ
カ
も
太
平
洋
系
で
あ
る
｡

根
室
海
峡
の
羅
臼
沿
岸
に
来
遊
し
た
ス
ル
メ
イ
カ
は

前
述
の
ロ
シ
ア
の
調
査
結
果
を
知
る
前
に
'
私
は

大
部
分
が
太
平
洋
系
で
あ

っ
た
｡
網
走
水
試
の
生
物

道
東
太
平
洋
か
ら
根
室
海
峡

へ
の
ス
ル
メ
イ
カ
の
回

145E

図7 スルメイカ北上回避憩定図 (高､1992を一部改変)

遊
想
定
図
を
作
成
し
た

(釧
路
水
試
だ
よ
り
､
六
七

号
'

1
九
九
二
年
)
.
こ
れ
に
よ
る
と
六
月
に
ス
ル

メ
イ
カ
は
黒
潮
に
沿

っ
て
三
陸
沖
合
ま
で
北
上
し
'

七
月
に
は
道
東
の
沿
岸
コ
ー
ス
と
沖
合
コ
ー
ス
に
分

か
れ
る
｡
沿
岸
コ
ー
ス
の
群
は
道
東
沿
岸

で
の
漁
獲

対
象
に
な
り
'
沖
合
コ
ー
ス
の
群
は
南
部

･
中
部
千

島
海
域
を
横
断
し
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

(根
室
海
峡
を

含
む
)
へ
回
避
す
る
｡
九
五
年
に
は
沖
合
コ
ー
ス
の

群
の
来
遊
量
が
多
-
､
根
室
海
峡
の
羅
臼
沿
岸
で
豊

漁
に
な

っ
た
｡

(図
7
参
照
)

(た
か
あ
き
ひ
ろ

･
資
源
管
理
部
)

4



釧路水拭だより 第74号 (1996･3)

マ
サ
バ
資
源
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

中

明

幸

広

は
じ
め
に

道
東
の
海
を
賑
わ
し
た
マ
イ
ワ
シ
が
姿
を
消
し
て

か
ら
二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
｡
ま
き
綱
漁
業
に
よ
っ
て

マ
イ
ワ
シ
が
大
量
に
漁
獲
さ
れ
る
ま
で
は
'
約
十
五

年
に
わ
た
っ
て
マ
サ
バ
が
漁
獲
の
対
象
と
な
っ
て
い

ま
し
た
｡
こ
の
た
め
､
マ
イ
ワ
シ
か
ら
マ
サ
バ
へ
の

魚
種
交
替
と
い
う
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
が
､
マ
サ

バ
は
平
成
五
年
に
約
二
千
ー
ン
漁
獲
さ
れ
た
だ
け
で
'

そ
の
後
は
全
-
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
｡

釧
路
水
試
で
は
'
マ
サ
バ
の
漁
況
予
測
や
資
源
変

動
の
予
測
を
行
う
た
め
､
マ
サ
バ
資
源
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
｡
そ
こ
で
､
現
在
の
マ
サ
バ
資
源
は
ど
の

よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
､
ま
た
､
再
び
道
東
の
海

に
や
っ
て
来
る
見
込
み
は
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
､
資
源
調
査
の
結
果
を
も
と
に
検
討
し
て
み

ま
し
た
｡

一

道
兼
海
域
の
マ
サ
バ

わ
が
国
の
周
辺
海
域
に
分
布
す
る
サ
バ
に
は
マ
サ

バ
と
ゴ
マ
サ
バ
の
二
種
が
あ
り
ま
す
｡
こ
れ
ら
は
外

見
が
よ
-
似
て
い
ま
す
が
'
ゴ
マ
サ
バ
は
腹
側
に
小

黒
斑
が
あ
り
､
ま
た
'
マ
サ
バ
よ
り
も
暖
か
い
海
に

多
-
生
息
し
て
い
ま
す
｡

マ
サ
バ
は
わ
が
国
の
太
平
洋
'
日
本
海
お
よ
び
東

シ
ナ
海
の
沿
岸
域
に
分
布
し
ま
す
が
'
道
東
海
域
に

来
遊
す
る
マ
サ
バ
は
本
州
中
部
以
北
の
太
平
洋
沿
岸

を
回
遊
す
る
太
平
洋
系
群
と
い
う
集
団
の
仲
間
で
す
｡

マ
サ
バ
太
平
洋
系
群
は
図

一
に
示
す
よ
う
に
季
節
的

な
南
北
回
遊
を
行
い
'
産
卵
を
行
う

一
～
五
月
に
は

伊
豆
諸
島
周
辺
か
ら
房
総
周
辺
海
域
で
生
活
し
て
い

ま
す
｡
五
～
六
月
に
な
る
と
北
上
し
､
六
～
十

一
月

に
は
三
陸
沖
や
道
東
沖
で
盛
ん
に
餌
を
食

べ
ま
す
｡

十
二
月
に
は
南
下
し
､
常
磐
以
南
の
海
で
越
冬
し
ま

す
｡

図1 マサJi太平洋系群の国立模式図
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釧路水拭だより 第74号 (1996･3)

こ
の
よ
う
に
道
東
海
域
で
見
ら
れ
た

マ
サ
バ
は
'

太
平
洋
系
群
が
餌
を
た
-
さ
ん
食
べ
る
た
め
に
北
上

回
遊
し
て
き
た
も
の
で
す
が
'
そ
の
来
遊
量
は
太
平

洋
系
群
の
資
源
水
準
と
大
き
な
関
係
が
あ
り
ま
す
｡

二

漁
獲
量
の
推
移
か
ら
見
た
資
源
動
向

こ
れ
ま
で
の
マ
サ
バ
太
平
洋
群
の
資
源
動
向
を
'

漁
獲
量
の
推
移

(
図
二
)
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
｡

昭
和
三
十
年
代
後
半
に
お
け
る
太
平
洋
系
群
全
体
の

漁
獲
量
は
二
〇
～
三
〇
万
-
ン
で
し
た
が
'
四
〇
年

40 45 50 55 60

図2 マサバ漁礁量の経年変化
口太平洋系 +道東沖まき網

代
に
入

っ
て
資
源
水
準
が
上
昇
し
､
四
五

～
五
五
年

に
は
九

〇
万
ー
ン
前
後
の
漁
獲
が
続
き
､
五
三
年
の

漁
獲
量
は

1
三

〇
万
ー
ン
に
達
し
ま
し
た
.
し
か
し
､

昭
和
五
〇
年
代

後
半
か
ら
資
源
水
準
は
急
速
に
低
下

し
､
六

〇
年
前
後
の
漁
獲
量
は
約
四
〇
万
ト
ン
'
平

成
三
年

に
は

一
万
ト
ン
に
ま
で
落
ち

込
み
'
資
源
水

準
は
極
め
て
低
-
な
り
ま
し
た
｡
と
こ
ろ
が
'
平
成

五
年
に
は
漁
獲
量
が
三
〇
万
ー
ン
を
越
え
､
資
源
水

準
に
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
｡

昭
和
三
五
年
に
始
ま

っ
た
道
東
海
域
の
ま
き
綱
に

よ
る
マ
サ
バ
の
漁
獲
量
は
年
々
増
加
傾
向
が
続
き
､

四
九
年
に
は
二
九
万
ト
ン
の
ピ
ー
ク
に
達
し
ま
し
た
｡

し
か
し
'
そ
の
後
は
漁
獲
量

が
急
激
に
減
少
し
'

昭
和
五

一
年
に
な
る
と
ま
き
綱
の
漁
獲
対
象
は

マ
イ

ワ
シ
に
代
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
｡
そ
の
後
'

マ
イ

ワ
シ
の
時
代
は
約
十
五
年
間
続
き
ま
し
た
が
'
平
成

五
年
に
は
道
東
海
域
で
も
約
二
千
ト
ン
の
ま
さ
ば
が

漁
獲
さ
れ
た
こ
と
か
ら
'

マ
サ
バ
資
源
の
復
活
と
い

う
期
待
が
高
ま
り
ま
し
た
｡

三

近
年
の
出
現
状
況

(
1
)
調
査
船
に
よ
る

C
P
U
E

近
年
の
マ
サ
バ
太
平

洋
系
群
の
漁
獲
量
は
平
成
五

年
に
急
増
し
ま
し
た
が
'
資
源
状
態
の
変
化
の
兆
し

は
前
年
の
平
成
四
年
に
見
ら
れ
ま
し
た
｡
図
三
は
釧

路
水
試
の
調
査
船
北
辰
丸
に
よ

っ
て
八

～
九
月
に
道

東
海
域
で
行

っ
て
い
る
漁
期
中
調
査
の
結
果
を
示
し

た
も
の
で
'
流
し
網
を
用
い
た
漁
獲
試
験
の

一
回
当

平成
元年

c
p
U
E

2年 3年 4年 5年 6年 7年

綱査船の漁獲拭験によるマサバのCPUEの経年変化

- 6 -

た
り
採
集
尾
数

(C
P
U
E
)
の
推
移
を
示
し
て
い

ま
す
｡
平
成
四
年
以
降
の
C
P
U
E
は
そ
れ
以
前
よ

り
高
い
値
を
示
し
て
い
ま

す
が
､
c
p
U
E
は
魚
群

の
分
布
密
度
の
指
標
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
､
道

東
海
域

へ
の
マ
サ
バ
の
来
遊
量
が
増
加
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
｡
実
際
に
'
平
成
四
年
以
降
は
道
東

海
域
の
サ
ン
マ
棒
受
け
網
に
マ
サ
バ
が
か
な
り
混
獲

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
｡
さ
ら
に
t
C
P
U
E

の
値
が
特
に
高
か

っ
た
平
成
五
年
に
は
ま

き
網
で
も

マ
サ
バ
が
漁
獲
さ
れ
ま
し
た
｡
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(
二
)
体
長
組
成

次
に
'
近
年
道
東
海
域
に
出
現
し
た
マ
サ
バ
の
魚

体
の
大
き
さ
を
示
し
た
も
の
が
図
四
の
体
長

(尾
叉

良
)
組
成
で
､
調
査
船
で
採
集
し
た
標
本
'
サ
ン
マ

棒
受
網
の
混
獲
物
の
標
本
お
よ
び
ま
き
網
の
漁
獲
物

の
標
本
を
測
定
し
た
結
果
を
集
計
し
ま
し
た
｡
平
成

四
年
の
体
長
組
成
に
は
十
九
セ
ン
チ
に
モ
ー
ド
が
あ

り
ま
す
が
'
体
長
十
九
セ
ン
チ
前
後
の
マ
サ
バ
は
〇

歳
魚
で
す
の
で
､
平
成
四
年
に
道
東
海
域
に
出
現
し

た
マ
サ
バ
は
ほ
と
ん
ど
が
平
成
四
年
生
ま
れ

(
四
年

級
群
)
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
｡
翌
年

の
平
成
五
年
に
は
二
八
セ
ン
チ
に
モ
ー
ド
が
あ
り
､

こ
れ
は

一
歳
魚
の
大
き
さ
で
す
の
で
'
四
年
級
群
が

一
歳
魚
と
し
て
再
び
道
東
海
域

へ
来
遊
し
､
ま
き
綱

の
漁
獲
対
象
と
な

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
｡
平

成
六
年
に
は
二

一
セ
ン
チ
と
三
二
セ
ン
チ
の
二
つ
の

モ
ー
ド
が
あ
り
､
〇
歳
魚

(六
年
級
群
)
と
二
歳
魚

(
四
年
級
群
)
が
出
現
し
ま
し
た
｡
ま
た
､
平
成
七

年
に
は
十
九
セ
ン
チ
と
二
八
セ
ン
チ
お
よ
び
三
五
セ

ン
チ
の
三
つ
の
モ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
が
'
鱗
か
ら
年

齢
を
調
べ
る
と
､
〇
歳
魚

(七
年
級
群
)
か
ら
三
歳

負

(
四
年
級
群
)
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
｡

こ
の
よ
う
に
近
年
の
道
東
海
域
で
は
､
平
成
四
年

か
ら
〇
歳
魚
の
出
現
が
目
立
ち
､
特
に
四
年
級
群
は

四
年
間
に
わ
た
っ
て
道
東
海
域
ま
で
来
遊
し
た
こ
と

か
ら
､
資
源
水
準
は
比
較
的
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
｡
さ
ら
に
'
こ
の
四
年
級
群
が
成
熟
し
て
産
卵
親

魚
と
な

っ
た
六
年
と
七
年
に
は
道
東
海
域
で
も
〇
歳

魚
が
出
現
し
て
お
り
'
そ
れ
ま
で
極
め
て
悪
か

っ
た

マ
サ
バ
資
源
の
状
態
が
少
し
ず

つ
回
復
す
る
兆
し
が

現
れ
て
い
ま
す
｡

平成 5年

N-582

10 20 30 40

体 長 (a)

図4 道東海域周辺で採集されたマサバの体長組成

-7-
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四

マ
サ
バ
資
源
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か

さ
て
､
マ
サ
バ
の
資
源
状
態
が
少
し
ず
つ
で
も
回

復
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
'
今
後
道
東
海
域
で
マ
サ

バ
の
魚
場
が
形
成
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
｡
道
東
海

域
に
マ
サ
バ
が
来
遊
す
る
た
め
に
は
､
資
源
水
準
が

か
な
り
高
い
こ
と
が
必
要
で
す
｡
そ
の
目
安
と
な
る

の
は
'
道
東
海
域
で
実
際
に
漁
獲
対
象
と
な

っ
た
平

成
五
年
に
お
け
る

1
歳
魚

(
四
年
級
群
)
の
水
準
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
｡
平
成
七
年
の
太
平
洋
系

マ

サ
バ
資
源
は

一
歳
魚

(六
年
級
群
)
を
主
体
に
二
～

三
歳
魚

(五
～
四
年
級
群
)
が
漁
獲
の
対
象
と
な

っ

て
お
り
'
秋

季
以
降
〇
歳
魚

(七
年
級
群
)
も
漁
獲

対
象
に
加
入
し
ま
し
た
が
'
四
年
級
群
の
水
準
に
匹

敵
す
る
年
級
群
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
｡
し
か
も

一
つ

の
年
級
群
だ
け
が
高
い
水
準
で
も
資
源
が
完
全
に
回

復
し
た
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
｡
し
た
が

っ
て
'
こ

こ

一
･
二
年
の
内
に
マ
サ
バ
が
大
量
に
来
遊
す
る
こ

と
は
困
難
で
し
ょ
う
｡

し
か
し
'
七
年
級
群
は
今
後
の
漁
獲
状
況
を
見
な

い
と
資
源
水
準
は
評
価
で
き
ま
せ
ん
L
t
長
期
的
に

は
八
年
級
群
以
降
の
生
き
残
り
量
に
よ
っ
て
'
マ
サ

バ
資
源
の
将
来
の
動
向
が
左
右
さ
れ
ま
す
｡
四
年
級

群
の
よ
う
な
高
い
生
き
残
り
が
数
年
続
け
ば
'
道
東

海
域
の
マ
サ
バ
が
復
活
す
る
と
思
い
ま
す
O
釧
路
水

試
で
は
今
後
も
マ
サ
バ
資
源
調
査
を
継
続
し
､
資
源

動
向
の
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
｡

(な
か
め
ゆ
き
ひ
ろ

･
資
源
管
理
部
)

-8-
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ア
サ
リ
と
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
砂
抜
卓
に
つ
い
て

中

川

義

彦

｢

は
じ
め
に

縄
文
時
代
の
貝
塚
か
ら
､

ハ
マ
グ
リ
'
カ
キ
'
ア

サ
リ
'
ア
ワ
ビ
な
ど
と
と
も
に
ヤ
マ
ト
シ
ジ
-

(以

後
シ
ジ
-
と
称
す
)
が
兄
い
出
さ
れ
て
お
り
､
日
本

人
は
古
く
か
ら
多
く
の
貝
類
を
食
用
と
し
て
き
ま
し

た
｡
雛
祭
り
の
由
来
は
､
平
安
朝
の
こ
ろ
か
ら
あ

っ

た
雛
遊
び
と
､
中
国
か
ら
伝
わ

っ
た
三
月
の
敵
い
の

行
事
が

T
緒
に
な

っ
て
雛
祭
り
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
雛
祭
り
の
料
理
に
ハ
マ
グ
-

や
ア
サ
-
な
ど
の
貝
類
が
､
古
-
か
ら
用
い
ら
れ
て

来
ま
し
た
｡
ま
た
､

｢東
京
年
中
行
事

(祝
い
の
食

文
化
)
｣
に
は
通
常
の
雛
壇
の
供
え
物
と
し
て
､
規

(
シ
ジ
-
)
赤
味
噌
立

(御
膳
汁
)
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
｡
雛
の
膳
に
も
あ
げ
ら
れ
る
ア
サ
リ
の
旬
は
､

冬
か
ら
早
春
で
す
｡
春
に
は
､
貝
類
の
美
味
し
く
な

る
季
節
で
す
｡
ま
た
､
シ
ジ
-
は
土
用
シ
ジ
-
の
名

の
と
お
り
'
夏
が
旬
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
､
寒
シ

ジ
ミ

(
1
般
に
'
寒
シ
ジ
ミ
と
い
う
と
真
シ
ジ
-
の

こ
と
で
'
冬
が
旬
で
す
)
と
し
て
も
美
味
し
く
､
昔

か
ら
肝
臓
病
や
貧
血
予
防
に
良
い
と
い
わ
れ
ま
す
｡

お
酒
の
好
き
な
方
は
シ
ジ
-
の
味
噌
汁
を
過
に
数
日

は
飲
み
た
い
も
の
で
す
｡

ア
サ
リ
や
シ
ジ
-
は
殻
の
中

(体
腔
内
)
に
砂
が

入

っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
､
ア
サ
リ
や
シ
ジ
-
の
料

理
を
食
べ
た
と
き
に
､
砂
を
噛
ん
で
不
愉
快
な
感
じ

を
少
な
か
ら
ず
経
験
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
｡

こ
の
よ
う
に
殻
の
中
の
砂
が
食
用
時
の
支
障
と
な
る

の
で
､
い
わ
ゆ
る

｢砂
抜
き
｣
を
家
庭
で
は
員
を
購

入
後
行
う
の
か

T
般
的
で
す
.
ま
た
､
最
近
で
は
､

商
品
価
値
を
高
め
る
た
め
に
砂
抜
き
を
し
た
物
が
商

品
と
し
て
流
通
し
て
い
ま
す
｡
ア
サ
-
や
シ
ジ
-
の

増
殖
試
験
を
釧
路
水
試
資
源
増
殖
部
で
実
施
し
て
い

ま
す
が
､
こ
こ
で
は
砂
抜
き
､
活
輸
送
お
よ
び
保
存

方
法
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
知
見
を
整
理

･
紹

介
し
て
､
砂
抜
き
の
面
か
ら
み
た
漁
場
管
理
に
つ
い

て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
｡
ま
た
'
出
荷
時
の

砂
抜
き
作
業
や
パ
ッ
ク
包
装
の
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
｡

二
､
ア
サ
リ
の
空
中
港
出
と
砂
抜
き
に
つ
い
て

潜
砂
し
て
い
る
ア
サ
リ
で
は
､

一
般
に
水
温
に
よ

る
生
活
の
制
約
は
自
然
環
境
下
で
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
｡
生
息
し
て
い
る
水
温
範
囲
は
宕
二
～
三

十
二

･
五
℃
で
､
適
正
範
囲
が

○
～
二
十
八
℃

と
い

わ
れ
て
い
ま
す
｡

ア
サ
リ
で
の
へ
い
死
の
は
じ
ま
る
水
温
と
時
間
に

つ
い
て
'
高
温
域
で
は
三
十
二
･五
℃
以
上
で
二
十

四
時
間
以
内
と
の
報
告
が
多
-
､
三
十
℃
以
下
で
は

二
十
四
時
間
以
内
に
へ
い
死
す
る
事
例
は
少
な
い
で

す
｡
し
か
し
'

1
般
に
は
な
る
べ
く
砂
抜
き
後
'
出

荷
ま
で
は
低
温
に
し
て
置
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
｡

ま
た
､
空
中
露
出
に
つ
い
て
湿
潤
状
態
で
は
乾
燥
状

態
よ
り
生
存
状
態
が
良
好
で
あ
り
､
夏
季
と
冬
季
で

ア
サ
リ
の
活
力
に
若
干
の
差
は
あ
る
の
で
す
が
､
帯

出
気
温
十
五
℃
以
下
で
は
'
平
均
生
存
日
数
は
七
日

以
上
､
二
十
℃
で
三
･五
日
､
二
十
五
℃
で
二
･八
日
､

三
十
℃
で

二
三
日
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
｡

露
出
中
の
低
温
に
対
す
る
夏
季
と
冬
季
の
抵
抗
性

の
差
異
は
顕
著
で
あ

っ
て
､
訂
二
℃
に
お
い
て
'

夏
季
の
ア
サ
リ
に
は
か
な
り
の
障
害
が
み
ら
れ
ま
す

が
'
冬
季
に
は
ほ
と
ん
ど
異
常
を
示
し
ま
せ
ん
｡
冬

季
に
お
い
て
低
温
露
出
の
場
合
､
窮
五
℃
で
な
お

九
時
間
の
平
均
生
存
時
間
を
示
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
｡
空
中
露
出
に
ア
サ
-
は
強
い
種
類
と
い
え
ま
す

が
､
活
力
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
出
荷
ま
で
は
な
る

べ
く
空
中
露
出
さ
せ
な
い
で
置
く
こ
と
が
必
要
で
す
｡

水
温
十
五
℃
で
の
低
溶
存
酸
素
耐
性
実
験
で
は
'

殻
長
三
十
～
三
十
五

mm
の
ア
サ
リ
は
'

1
磁
/
ゼ
以

下
の
溶
存
酸
素
量
で
五
日
間
は
仝
個
体
異
常
が
認
め

ら
れ
な
い
(
〇
･五
戒
/
ゼ
以
下
の
状
態
で
四
～
五
日

後
に
異
常
が
み
ら
れ
'
十
日
後
に
死
亡
)
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
､
低
溶
存
酸
素
に
も
強
い
種
類
で

9
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あ
る
と
い
え
ま
す
｡
い
ず
れ
に
し
て
も
'
ア
サ
-
の

活
力
を
無
-
す
よ
う
な
蓄
養
や
輸
送
方
法
は
避
け
る

べ
き
で
し
ょ
う
｡

漁
場
か
ら
採
取
し
た
五
百
個
体
の
ア
サ
リ
の
体
腔

内
と
消
化
管
に
含
ま
れ
る
砂
泥
の
大
き
さ
や
砂
泥
を

含
む
個
体
の
割
合
を
調
査
し
た
報
告
で
は
'
三
十
～

六
十
%
の
個
体
が
体
腔
内
に
'
九
十
～
百
%
の
個
体

が
消
化
管
内
に
砂
泥
が
見
ら
れ
た
と
し
て
い
ま
す
｡

ま
た
'
ア
サ
-
の
体
腔
内
に
含
ま
れ
る
砂
は
最
大
二

･二

m
で
'
大
部
分
が

一
･〇

mm
以
下
の
も
の
で
あ
り
､

消
化
管
内
の
も
の
は
大

き
い
物
で
五
十
～
六
十

〃
'

大
部
分
は
二
十
五

〃
以
下
の
微
細
な
物

で
す
｡
食
し

て
不
愉
快
な
の
は
'
体
腔
内
に
含
ま
れ
る
砂
で
'
消

化
管
に
ふ
く
ま
れ
る
物
は
'
食
用
時
不
愉
快
な
感
じ

は
な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
｡
砂
抜
き
は
'
主
に

体
腔
内
の
砂
を
対
象
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

水
温
別
に
よ
る
砂
抜
き
の
効
果
に
つ
い
て
'
夏
季

は
二
十
～
三
十
℃
の
範
囲
で
は
大
差
な
く
'
十
二
時

間
後
に
排
出
L
t
冬
季
は
十
℃
で
十
二
時
間
後
に
大

部
分
の
ア
サ
-
が
砂
を
排
除
し
て
い
て
､
冬
季
は
夏

季
に
比
べ
る
と
排
除
速
度
が
遅
い
が
､
雨
季
と
も
温

度
の
高
い
ほ
ど
排
除
速
度
が
速
い
傾
向
に
あ
る
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
｡

北
海
道
で
は
七
月
十
六
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
が

禁
漁
期
間
で
､
こ
の
時
期
は
ア
サ
リ
の
産
卵
時
期
に

も
な

っ
て
い
ま
す
｡
砂
抜
き
時
の
水
温
に
よ

っ
て
は
'

産
卵
期

(七
月
中
旬
か
ら
九
月
中
旬
)
前
の
七
月
上

旬
に
も
産
卵
誘
発
が
み
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
｡

産
卵
期
前
の
砂
抜
き
に
は
､
十
分
に
水
温
の
管
理
に

留
意
し
て
､
無
用
な
温
度
刺
激
に
よ
る
産
卵
誘
発
に

注
意
し
て
-
だ
さ
い
｡

塩
分
は
､
海
水

一
kg
に
含
ま
れ
る
塩
の
重
さ
(
g
)

で
､
千
分
率

(‰

‥
プ
ロ
-
ル
)
で
表
さ
れ
ま
す
｡

通
常
の
海
水
は
三
十
二
～
三
十
五
‰
で
す
｡
こ
こ
で

は
'
引
用
し
た
報
告
書

の
塩
素
量

(
C
ゼ
)
を
下
記

の
式
で
塩
分
濃
度

(
S
)
に
換
算
し
て
'
示
し
ま
し

た
｡
ま
た
､

一
%
は
十
‰
に
相
当
し
ま
す
｡

S
=
〇
･
〇
三
〇
+
1
･八
〇
五
〇
×
C
ゼ

ア
サ
リ
の
塩
分
濃
度
の
適
正
な
範
囲
は
､二
十
･七

～
三
十
七
⊥
ハ
‰
で
す
｡
台
風
に
よ
る
河
川
水
な
ど

の
淡
水
に
よ
る
異
常
出
水
を
除
け
ば
､
塩
分
濃
度
の

多
少
に
よ

っ
て
生
活
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
は
漁
場
で

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
｡

自
然
海
水
や
人
工
海
水
な
ど
各
種
海
水
別

(実
験

の
条
件
は
水
温
二
十
℃
'
塩
分
濃
度
は
三
十
二
‰
に

調
整
し
'
使
用
容
器
二
十
ゼ
'
殻
長
二
十
六
～
四
十

mm
の
も
の
各
試
験
区

一
kg
収
容
)
の
砂
抜
き

実
験
か

ら
､
自
然
海
水
と
人
工
海
水

(市
販
の
も
の
を
水
道

水
に
溶
か
し
た
も
の
)
と
で
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
く
､

粗
塩
水

〓

椴
の
精
製
塩
を
水
道
水
に
溶
か
し
た
も

の
)が
こ
れ
に
次
ぎ
'
塩
化
ナ
ト
-

ユ
ウ
ム
溶
液

(高

純
度
の
も
の
を
水
道
水
に
溶
か
し
た
も
の
)
で
は
砂

抜
き
効
果
が
少
な
か

っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
｡

ア
サ
-
の
砂
抜
き
と
輸
送

(空
中
露
出
)
の
実
験

か
ら
'
空
中
露
出
後
に
砂
抜
き
す
る
よ
り
も
､
砂
抜

き
後
に
空
中
露
出
す
る
方
が
ア
サ
リ
の
活
力
を
良
好

に
保

つ
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
｡

三
､
ア
サ
リ
の
家
庭
で
の
砂
抜
き

市
販
の
ア
サ
リ
は
海
水
と

一
緒
に
パ
ッ
ク
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
'
海
水
の
濁

っ
て
い
な
い
物

を
運
ぶ
と
良
い
で
し
ょ
う
｡市
販
の
砂
抜
き
済
み
(砂

吐
き
済
み
)
と
表
示
さ
れ
て
い
る
ア
サ
リ
も
念
の
た

め
に
家
庭
で
も
う

一
度
砂
抜
き
を
し
た
ほ
う
が
良
い

と
思
い
ま
す
｡
砂
抜
き
し
た
ア
サ
-
は
食
前
に
海
水

と
同
じ
ニ
ー
三
%
の
塩
分
濃
度
の
食
塩
水

(自
然
塩

の
使
用
が
望
ま
し
い
)
.IP
l
～
二
時
間
､
砂
抜
き
を

し
た
ほ
う
が
良
い
と

思
い
ま

す
｡
こ
の
時
､
で
き
れ

ば
塩
素
の
臭
い
の
強
い
水
道
水
は
､
天
日
に
さ
ら
し

て
塩
素
を
抜
い
て
お
-
と
よ
い
で
し
ょ
う
｡

ま
た
'
砂
抜
き
し
て
い
な
い
ア
サ
リ
で
は
､
ニ
ー

三
%
の
塩
水
に
浸
し
て

1
晩
暗
い
と
こ
ろ
に
お
き
ま

す
｡
必
ず
ザ
ル
な
ど
網
目
状
の
物
に
入
れ
た
後
'
ア

サ
リ
が
水
面
す
れ
す
れ
に
な
る
よ
う
に
し
ま
す
｡
塩

の
量
は
'
水
道
水
二
g
に
約
四
十

g

(ひ
と
に
ぎ
り

で
'
二
%
で
す
)
が
適
量
で
す
O

こ
の
時
の
水
温
が
､

あ
ま
り
冷
た
い
と
砂
を
吐
き
ま
せ
ん
｡
ま
た
､
食
塩

水
の
汚
れ
が
ひ
ど
い
よ
う
な
ら
､
新
し
い
食
塩
水
に

替
え
ま
し
ょ
う
｡
砂
抜
き
後
'
い
つ
ま
で
も
食
塩
水

に
つ
け
て
お
か
な
い
で
'
食
塩
水
か
ら
あ
げ
て
か
な

ら
ず
冷
蔵
庫
で
保
管
し
ま
し
ょ
う
｡
な
お
'
パ

ッ
ク

包
装
で
な
い
ア
サ
リ
の
購
入
に
は
､
ア
サ
リ
の
殻

(
口
)
が
し

っ
か
り
と
閉
じ
て
い
る
物
が
鮮
度
の
良

い
物
な
の
で
購
入
し
て
良
い
で
し
ょ
う
｡

10
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四
､
シ
ジ
ミ
の

｢
う
ま
味
｣
を
増
す

砂
抜
き
と
保
存
方
法

こ
こ
で
は
島
根
県
水
産
試
験
場
の
中
村
さ
ん
ら
の

報
告
を
中
心
に
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
｡
島
根

県
の
宍
道
湖

(
日
本

1
の
生
産
量
八
千
七
百
三
十
ト

ン
､
平
成
五
年
度
)
で
異
常
気
象

(夏
季
の
低
温

･

多
雨
)
の
た
め
'湖
水
の
塩
分
は
異
常
に
低
下
し

(
〇

･五
%
=
塩
分
濃
度
五
‰
以
下
)
､
宍
道
湖
の
シ
ジ

-
の
味
が
低
下
し
た
と
の
苦
情
が
'
試
験
場
に
多
-

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
｡
そ
の
た
め
に
中
村
さ
ん
ら
は
､

シ
ジ
ミ
の
う
ま
味
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
､

｢シ
ジ

-
の
砂
抜
き
｣
と

｢
シ
ジ
-
の
保
存
｣
を
真
水
で
行

う
こ
と
が
､
シ
ジ
-
の
う
ま
味
を
非
常
に
損
な
う
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
｡
さ
ら
に
､

一
定
濃
度
以

上
の
塩
分
で
砂
抜
き
､
保
存
す
る
こ
と
で
う
ま
味
を

増
す
と
い
う
注
目
す
べ
き
結
果
も
報
告
し
て
い
ま
す
｡

研
究
結
果
か
ら
'
○
‰
､
五
‰
'
十
‰
と
塩
分
濃

度
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
体
内
の
う
ま
味
成
分
で
あ

る
主
要
遊
離
ア
ミ
ノ
酸

(ダ
ル
ク
-
ン
酸
､
プ

ロ
リ

ン
'
グ
リ
シ
ン
､
ア
ラ
ニ
ン
)
等
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
､
水
道
水

(淡
水
､
塩
分
濃
度
○
‰
)
で
は
減

少
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
｡
こ
の
こ
と

か
ら
'
水
道
水
に
よ
る
砂
抜
き
方
法
に
替
え
て
､
塩

分
濃
度
十
‰
以
上
の
海
水
で
砂
抜
き
を
行
い
'
数
倍

美
味
し
い
シ
ジ
-
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て

い
ま
す
｡

さ
ら
に
､
よ
り
よ
い
砂
抜
き
方
法
を
検
討
す
る
た

め
'
シ
ジ
-
の
糞
粒
排
滑
物
量
の
経
時
変
化
､
塩
分

濃
度
に
よ
る
排
出
量
の
遠
い
'
シ
ジ
-
の
砂
抜
き
水

の
塩
分
組
成
の
影
響
､
水
道
水
パ
ッ
ク
と
十
‰
海
水

パ
ッ
ク
の
比
較
'
空
中
放
置
と
う
ま
味
成
分
の
比
較
'

冷
凍
貯
蔵
中
の
う
ま
味
成
分
の
変
化
を
研
究
し
'
家

庭
で
の
砂
抜
き
方
法
と
し
て
以
下
の
改
善
方
法
を
示

し
て
い
ま
す
｡

(
1
)
十
‰
程
度
の
海
水
を
使
用
し
て
砂
抜
き
を

行
う
｡
十
‰
の
海
水
は
き
れ
い
な
海
水

1
ゼ
に
水
道

水
二
月
の
割
合
で
作
る
｡
海
水
の
な
い
場

合
は
､

一

β
の
水
道
水
に
十

g
の
食
塩
を
加
え
る

(著
者
注

‥

食
塩
は
自
然
塩
が
望
ま
し
い
)

(
二
)
広
い
ザ
ル
な
ど
を
使
用
す
る
｡
海
水
を
使

用
す
る
の
で
､
水
道
水
を
垂
れ
流
す
の
で
な
-
､
止

水
状
態
で
砂
抜
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
酸
素

欠
乏
や
シ
ジ
-
の
排
継
物
に
よ
る
水
質
の
悪
化
に
充

分
気
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
そ
の
た
め
に
は
､

必
ず
ザ
ル
な
ど
の
網
目
状
の
物
に
入
れ
た
後
に
､
シ

ジ
-
が
水
面
す
れ
す
れ
に
な
る
よ
う
に
す
る
と
'
シ

ジ
ミ
は
大
気
中
か
ら
酸
素
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き

て
､
酸
欠
に
な
る
心
配
が
少
な
-
な
る
｡
ま
た
､
そ

の
ザ
ル
は
､
容
器
の
底
か
ら
離
し
た
状
態
に
す
る
｡

排
出
し
た
も
の
を
再
び
取
り
込
む
こ
と
も
な
-
'
底

に
溜
ま

っ
た
排
出
物
に
よ
る
水
質
の
影
響
を
受
け
る

の
も
比
較
的
少
な
い
｡
(砂
抜
き
二
時
間
後
に
約
九
十

%
以
上
が
排
出
さ
れ
る
の
で
､
砂
抜
き
は
あ
ま
り
長

時
間
す
る
必
要
は
な
い
)

(
三
)
シ
ジ
-
の
低
温
空
中
放
置

･
冷
凍
保
存
の

活
用

｡
少
し
長
-
保
存
す
る
に
は
水
の
中
よ
り
'
低

温
空
中
放
置
し
た
方
が
長
持
ち
す
る
｡
冷
蔵
庫
の

一

番
下
の
野
菜
と

一
緒
に
置
け
ば
'

一
週
間
は
保
証
で

き
る
｡
ま
た
､
長
期
に
保
存
し
た
い
と
き
は
'

一
回

で
使
用
す
る
量
だ
け
ず

つ
保
存
す
る
｡
冷
凍
保
存
に

よ

っ
て
'
む
し
ろ
う
ま
味
が
増
す
こ
と
が
分
か

っ
て

き
た
の
で
､
も

っ
と
有
効
に
利
用
す
べ
き
で
あ
る
｡

ど
う
し
て
も
海
水
等
が
使
え
な
い
と
き
は
'
水
道
水

で
垂
れ
流
し
す
る
よ
り
､

二

二
時
間
だ
け
砂
抜
き

し
た
後
'
低
温
空
中
保
存
な
り
､
冷
凍
保
存
し
た
方

が
良
い
｡

さ
ら
に
'
シ
ジ
ミ
の
パ
ッ
ク
包
装
方
法
の
改
善
と

し
て
以
下
の
点
を
指
摘
し
て
い
ま
す
｡
店
頭
で
は
シ

ジ
ミ
二
百
～
三
百

g
く
ら
い
を
水
道
水
に
浸
け
て

パ
ッ
ク
包

装
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
が
､
パ
ッ
ク
時

に
入
れ
る
水
は
､
必
ず
十
‰
程
度
の
海
水
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
し
て
い
る
｡
著
者
の
追
記
と
し
て
､

使
用
す
る
海
水
は
'
紫
外
線
照
射
等
に
よ
り
滅
菌
さ

れ
た
き
れ
い
な
海
水
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
た
方
が

良
い
と
思
い
ま
す
｡
さ
ら
に
､
シ
ジ
-
の
産
卵
期
は

北
海
道
の
網
走
湖
産
で
七
～
九
月
､
風
蓮
湖
で
八
月

中
旬
か
ら
九
月
末
で
す
の
で
'
産
卵
期
前
な
ど
の
砂

抜
き
に
は
産
卵
誘
発
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
'
水
温

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
｡
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五
､
シ
ジ
ミ
の
塩
分
耐
性
か
ら
み
た

漁
場
管
理
に
つ
い
て

本
種
の
生
息
環
境
特
性
は
'
一
般
に
砂
質
の
場
を

選
好
L
t
溶
存
酸
素
に
つ
い
て
多
酸
素
性
で
､
酸
素
飽

和
度
が
飽
和
に
近
い
か
､
ま
た
は
'
そ
れ
以
上
の
場
に

生
息
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡
北
海
道
藻
琴
湖
の

シ
ジ
-
の
分
布
は
'淡
水
域
よ
り
塩
分
濃
度
十
八
‰

程
度
ま
で
の
水
域
'特
に
塩
分
濃
度
三
･六

～
十
四
･

五
‰
に
生
息
密
度
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
｡
生
息
条
件
と
し
て
､
①
塩
分
濃
度
十
八
‰
以
下

(三
･六
～
十
四
･五
‰
適
正
範
囲
)､②
溶
存
酸
素
量

七
･七

T
E
:以
上
'③
酸
素
飽
和
度
は
少
な
く
と
も
八

十
%
以
上
'④
底
質
の
酸
素
消
費
量
が
少
な
い
砂
質

の
場
が
好
適
､⑤
微
細
泥
含
有
率
が
三
十
六
%
以
下
､

⑥
全
硫
化
物
量
が
〇
･〇
四

mg
/
乾
泥

g
以
下
へ⑦
底

質
の
灼
熱
減
量
が
十
%
以
下
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
｡

塩
分
に
対
す
る
耐
性
試
験
や
漁
場
の
環
境
調
査
か

ら
'
①
塩
分
濃
度
二
十
四
･五
‰
以
上
の
海
水
で
は

へ
い
死
率
が
高
い
､
②
塩
分
濃
度
二
十
七
･七
‰
以

上
の
海
水
で
は
飼
育
後
十
二
～
十
六
日
で
へ
い
死
す

る
'
③
塩
分
濃
度
二
十
四
･
五
‰
以
上
の
蹴
水
が
､

半
日
で
八
時
間
以
上
続
く
水
域
に
は
シ
ジ
-
は
生
息

し
な
い
｡
④
生
息
適
正
塩
分
は
三
･五
～
十
･五
‰
､

⑤
生
息
に
不
適
な
低
塩
分
限
界
お
よ
び
高
塩
分
限
界

は
そ
れ
ぞ
れ
〇
二
二
､
二
十

一
･〇
‰
で
あ
る
､
な
ど

の
知
見
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
｡

砂
抜
き
の
最
適
な
塩
分
濃
度
が
'
ま
さ
に
シ
ジ
ミ

の
最
適
な
塩
分
濃
度
の
範
囲
に
あ
り
ま
す
｡
ヤ
マ
ト

シ
ジ
ミ
は
終
日
淡
水
で
あ
る
水
域
で
は
生
活
で
き
ず
､

し
か
も
､
島
根
県
の
宍
道
湖
の
よ
う
に
異
常
に
塩
分

が
低
下
し
た
場
合
に
は
､
シ
ジ
ミ
の
う
ま
味
が
な
く

な

っ
て
い
ま
す
｡
異
常
出
水
等
に
よ
り
漁
場
の
塩
分

濃
度
が
長
期
間
著
し
く
低
下
し
た
時
は
'
漁
場
の
環

境

(特
に
塩
分
)
を
調
査
し
'
シ
ジ
ミ
の
活
力
や
う

ま
味
な
ど
も
把
握
し
て
か
ら
､
出
荷
す
る
な
ど
の
配

慮
が
必
要
で
し
ょ
う
｡

漁
場
管
理
の

一
環
と
し
て
､
シ
ジ
-
の
分
布
や
密

度
と
塩
分
濃
度
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
お
-
こ
と

も
､
必
要
で
し
ょ
う
｡
河
口
か
ら
ど
の
-
ら
い
の
所

が
終
日
淡
水
域
か
､
シ
ジ
-
の
最
適
な
塩
分
濃
度
の

範
囲
の
上
限
域

(塩
分
濃
度
十
四
･五
‰
以
下
の
水

域
)
や
下
限
域

(感
潮
域
で
'
塩
分
濃
度
三
⊥
ハ
‰

以
上
)
が
､
漁
場
の
ど
の
辺
に
形
成
さ
れ
る
の
か
な

ど
を
シ
ジ
-
の
分
布
や
密
度
と
と
も
に
把
握
し
て
お

く
こ
と
で
す
｡

こ
の
よ
う
な
知
見
を
も
と
に
漁
場
を
類
型
化

･
区

画
化
(
い
わ
ば
倉
庫
化
)し
､
資
源
量
調
査
結
果
や
操

業
日
誌
を
も
と
に
漁
場
の
適
切
な
資
源
診
断
と
漁
場

管
理
が
､

つ
ま
り
ど
の
倉
庫
に
､
ど
の
よ
う
な
シ
ジ

-
が
､
ど
れ
だ
け
在
庫
し
て
い
る
か
な
ど
の
情
報
を

も
と
に
適
切
な
在
庫
管
理

(適
正
漁
獲
量
'
適
正
資

源
水
準
､
適
正
漁
業
規
模
等
な
ど
の
検
討
)
が
'
実

施
で
き
る
と
い
え
ま
す
｡

六
､
お
わ
り
に

｢北
の
浜
料
理
五
百
選
｣
に
シ
ジ
-
は
､
シ
ジ
-

の
サ
ン
シ
ョ
ウ
煮
'
シ
ジ
-
と
キ
ノ
コ
の
ス
パ
ゲ

テ
ィ
'
シ
ジ
-
の
ピ
ラ
フ
の
三
品
(
ア
サ
リ
は
四
品
)

が
記
載
さ
れ
て
い
て
､
調
理
用
途
が
多
様
化
せ
ず
'

味
噌
汁
以
外
に
料
理
な
ど
な
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た

の
で
'
シ
ジ
-
も
い
ろ
い
ろ
と
料
理
が
工
夫
で
き
る

物
で
'
こ
の
本
が
多
-
の
消
費
者
に
渡
り

｢日
常
の

生
活
の
糧
｣
と
な
れ
ば
シ
ジ
ミ
や
ア
サ
リ
も
そ
の
需

要
の
増
大
が
期
待
で
き
る
と
思
い
ま
す
｡
｢北
の
浜

料
理
五
百
選
｣
は
'
魚
食
文
化
を
伝
承
し
'
消
費
拡

大
を
図
る
上
で
貴
重
な

｢料
理
集
｣
と
い
え
ま
す
｡

ま
た
､
｢祝
い
の
食
文
化
｣
の
中
に
'
図

一
で
示
し

た

｢大
正
百
飯
番
附
｣
が
記
載
さ
れ
て
い
て
､
意
外

に
も
規
飯
が
浅
鯛
飯
の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま

し
た
｡
蝿
飯
の
作
り
方
'
浅
鯛
飯

(深
川
井
の
こ
と

か
､
深
川
井
で
な
い
と
し
て
)
の
作
り
方
を
､
で
き

れ
ば
そ
の
謂
れ
等
も
へ
何
方
か
ご
教
示
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
｡
｢平
成
百
飯
番
附
｣
を
作
成
し
た

ら
規
飯
や
浅
榊
飯
は
､
ど
の
位
置
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る

で
し
ょ
う
か
｡
消
費
拡
大
を
進
め
る
こ
と
が
､
番
附

の
上
位
を
占
め
'
シ
ジ
ミ
や
ア
サ
リ
の
増
産
と
高
単

価
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
｡

消
費
者
に
好
ま
れ
る
ア
サ
リ
や
シ
ジ
ミ
を
出
荷
す

る
た
め
に
'
安
定
し
た
生
産
と
規
格

･
品
質
を
厳
選

す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
｡
規
格

･
品
質
を
厳
選
し
て

出
荷
す
る
上
で
適
切
な
砂
抜
き
は
重
要
で
す
｡

な
お
､
ア
サ
リ
の
増
殖
技
術
､

1
般
的
な
生
態
お

よ
び
増
殖
場
の
資
源
管
理
に
つ
い
て
は
､
本
誌
五
十

一
号

｢
ア
サ
リ
に
つ
い
て
｣'
同
五
十
九
号

｢風
蓮

12



釧路水拭だよLJ 第74号 (1996･3)

閉 場 倣 宙

概括 内子

飯飯飯飯飯飯飯飯

同同同同同同同同同前
頚

城英碗落鰹赤飽胡里槍
花

豆豆 魚貝 桃芋菅
生

飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯
剛 司同同同同同同同同同前

琉

酒肴玉葱油た盲人茄西若針

碁笥 か
黍 塙㌔ 容子瓜布魚

蓋 悪 霊 霊 遇 適

蛇 鯨 尭鴫牡 蝦 牛 鯉

城 肉

飯飯飯飯飯飯飲飯

同同同同同同同同同前
!壬

蜘翌朝的鰯洩螺椎展笥

兄見 蛸蝶背鈴

薯

飯飯飯飯飯飯飯飯飯飯
同同同同同同同同同同同前

萌

蓮胡大味萌甘我牛鵜再見小

豆
根麻豆 萌藍青草姑瓜布鳥

腐

行司に赤飯･小豆飯が載っている ｢大正育飯番附｣

図1 大正首飯事附 く松下､1991)
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湖
の
ア
サ
-
の
成
長
に
つ
い
て
｣､同
六
十
七
号

｢野

付
湾
で
採
取
さ
れ
た
超
大
型
ア
サ
リ
に
つ
い
て
｣
､

同
七
十

言
下

｢干
潟
と
ア
サ
リ
増
殖
場
の
資
源
管
理

に
つ
い
て
｣
を
参
照
し
て
下
さ
い
｡

ま
た
､
シ
ジ
-
の
詳
し
い
生
態
や
増
殖
方
法
に
つ

い
て
は
'
北
水
試
だ
よ
り
二
十

言
万
の

｢ヤ
マ
ト
シ

ジ
-
に
つ
い
て
｣
(九

一
九
九
三
)を
参
照
し
て
下

さ
い
｡

(な
か
が
わ
よ
し
ひ
こ

釧
路
水
産
試
験
場
資
源
増
殖
部
)
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ホ
タ
テ
貝

の
新
た
な
食
品
と
し
て
の

需
要
を
も
と
め
て

ヒ｣｣小

川

雅

彦

玉

裕

幸

は
じ
め
に

ホ
タ
テ
貝
の
消
費
を
喚
起
す
る
ひ
と
つ
の
方
法
と

し
て
､
家
庭
で
の
調
味
汎
用
性
を
高
め
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
｡
そ
こ
で
貝
柱
フ
レ
ー
ク
状
食
品
素
材

の
製
造
方
法
と
'
貝
柱
の
ほ
か
に
外
套
膜
や
精
卵
巣

も
利
用
し
た
冷
凍
食
品
､
電
子
レ
ン
ジ
お
よ
び
レ
ト

ル
ト
調
理
食
品
を
試
作
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し

て
ホ
タ
テ
貝
新
需
要
開
拓
技
術
開
発
試
験
を
行
っ
て

い
ま
す
｡
今
回
は
特
に
､
家
庭
で
の
調
理
汎
用
性
が

高
ま
る
と
期
待
さ
れ
る
ホ
タ
テ
生
貝
柱
か
ら
の
フ

レ
ー
ク
製
造
方
法
と
フ
レ
ー
ク
を
用
い
た
試
作
品
の

試
作
結
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
｡

ホ
タ
テ
鼻
柱
フ
レ
ー
ク
の
製
造
方
法

ま
ず
'
フ
レ
ー
ク
製
造
の
た
め
に
貝
柱
の
加
工
方

法
と
､
加
工
さ
れ
た
貝
柱
を
フ
レ
ー
ク
に
す
る
た
め

の
条
件
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
｡

最
初
に
フ
レ
ー
ク
製
造
の
た
め
の
貝
柱
加
工
方
法

を
図
1
に
示
し
ま
し
た
｡
貝
柱
に
付
着
し
て
い
る
砂

や
'
内
蔵
を
取
る
と
き
に
一
緒
に
外
せ
な
か
っ
た
貝

柱
周
囲
の
薄
皮
な
ど
を
丁
寧
に
取
り
去
り
ま
す
｡
こ

こ
で
い
い
加
減
な
処
理
を
行
う
と
'
製
品
化
し
た
貝

柱
フ
レ
ー
ク
の
品
質
に
影
響
を
与
え
る
の
で
注
意
し

て
下
さ
い
｡
ま
た
､
貝
柱
の
洗
浄
を
長
時
間
水
に
晒

し
て
水
ぶ
く
れ
を
さ
せ
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
｡
老

熟
は
貝
柱
の
五
倍
容
の
食
塩
水
を
用
い
'
再
沸
騰
後

十
六
分
か
ら
二
十
三
分
問
責
熱
を
続
け
ま
す
｡
煮
熟

時
間
が
長
い
は
ど
'
硬
め
の
貝
柱
フ
レ
ー
ク
が
で
き

ま
す
｡
食
塩
水
の
濃
度
は
､
三
%
か
ら
八
%
の
間
で

調
整
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
｡
八
%
食
塩
水
で
再
沸

騰
後
二
十
三
分
問
責
熟
し
た
と
き
の
貝
柱
の
塩
分
は

四
･五
%
で
し
た
｡
ま
た
､
こ
の
と
き
の
ホ
タ
テ
む

き
身
に
対
す
る
老
熟
貝
柱
の
歩
留
ま
り
を
表
Ⅰ
に
示

し
ま
し
た
｡

次
に
煮
熟
貝
柱
を
フ
レ
ー
ク
に
す
る
方
法
で
す
が
'

効
率
的
に
製
造
す
る
た
め
に
､
手
作
業
で
は
な
-
機

械
に
よ
り
フ
レ
ー
ク
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

し
た
｡
さ
ら
に
'
単
に
煮
熟
し
た
貝
柱
を
切
り
刻
む

の
で
は
な
く
'
貝
柱
の
繊
維
感
を
残
し
た
フ
レ
ー
ク

を
機
械
で
製
造
す
る
こ
と
も
要
求
さ
れ
ま
し
た
｡
そ

表1 ホタテむき身に対する歩留まり

重 量 (kg) 歩留まり(‡)

47.9
26.8(55.9)

9
8

0
7
6

0
4
2

身

玉
枝

き

醐呑

む
生
2

注)()内の数値は生玉に対する歩留まり

-15 -

こ
で
､
金
属
刃
を
高
速
回
転
さ
せ
て
切
断
､
混
合
を

行
う
フ
ー
ド
カ
ッ
タ
に
注
目
し
ま
し
た
｡
金
属
刃
を

何
か
は
か
の
素
材
で
で
き
た
刃
に
換
え
る
こ
と
に
よ

り
'
フ
ー
ド
カ
ッ
タ
で
繊
維
感
の
あ
る
貝
柱
フ
レ
ー

ク
を
製
造
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
｡

検
討
し
た
フ
ー
ド
カ
ッ
タ
の
刃
は
'
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ

ン
製
で
厚
さ

1
･五
と
三
･〇
mm
の
自
作
し
た
刃
､
そ

れ
と
対
照
と
し
て
付
属
の
金
属
刃
で
す
｡



釧路水式だより 第74号 (1996･3)

図 1 ホタテフレーク用2青煮鼻柱の製造工程

写
真

一
に
金
属
刃
を
用
い
た
と
き
の
粉
砕
結
果
を

示
し
ま
し
た
｡
通
常
に
取
り

つ
け
た
金
属
刃
'
ま
た

刃
の
方
向
を
回
転
方
向
と
逆
向
き
に
取
り

つ
け
た
金

属
刃
は
'

一
五
～
三
〇
秒
で
ホ
タ
テ
貝
柱
の
繊
維
が

切
断
さ
れ
'
煮

熱
ホ
タ
テ
貝
柱
特
有
の
食
感
は
無
-

な
り
ま
し
た
｡
ま
た
､
こ
の
よ
う
な
短
い
粉
砕
時
間

で
は
'
調
味
液
の
均

一
な
混
合
も
困
難
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
｡
写
真
二
に
厚
さ
三
･
〇

mmの
ポ
リ

プ

ロ
ン
ピ
レ
ン
刃
を
用
い
た
と
き
の
粉

砕
結果
を
示

し
ま
し
た
｡
こ
の
刃
で
は
､
金
属
刃
よ
り
も
ホ
タ
テ

貝
柱
繊
維
の
切
断
を
受
け
に
-
-
な
り
ま
し
た
が
'

破
砕
時
間
が
九
十
秒
以
上
に
な
る
と
貝
柱
繊
維
が
軟

弱
化
し
て
団
子
状
に
な
り
ま
し
た
｡
写
真
三
に
厚
さ

二

五

mm
の
ポ
リ
プ

ロ
ン
ピ
レ
ン
刃
を
用
い
て
粉
砕

し
た
結
果
を
示
し
ま
し
た
｡
こ
の
刃
の
場
合
'
九
〇

-

1
二
〇
秒
間
粉
砕
し
て
も
ホ
タ
テ
貝
柱
繊
維
が
軟

弱
化
さ
れ
ず
'
煮
熱
貝
柱
特
有
の
食
感
が
保
た
れ
'

手
裂
き
に
よ
り
製
造
さ
れ
た
貝
柱
フ
レ
ー
ク
に
非
常

に
近
い
状
態
の
も
の
が
得
ら
れ
ま
し
た
｡
し
か
し
'

百
二
十
秒
を
超
え
る
と
厚
さ
三

m
の
ポ
リ
プ

ロ
ン
ピ

レ
ン
刃
と
同
様
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
｡
以
上
か
ら
､

厚
さ

一
･五

mm
の
ポ
リ
プ

ロ
ピ
レ
ン
刃
を
取
り
付
け

た
フ
ー
ド
カ
ッ
タ
を
用
い
て
'
煮
熱
ホ
タ
テ
貝
柱
を

九
〇
～
二

一〇
秒
間
粉
砕
す
る
こ
と
に
よ
り
'
手
裂

き

に
近
い
ホ

タ
テ
貝
柱
フ
レ
ー
ク
を
製
造
で
き
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
｡
図
二
に
貝
柱
フ
レ
ー
ク
の
製

造
工
程
を
示
し
ま
し
た
｡

調
味
を
行
う
場
合
は
粉
砕
を
始
め
て
か
ら

一
五
秒

16



釧路水武だより 第74号 (1996･3)

柱

砕

後
に
調
味
料
を
添
加
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
｡
調
味

料
は
'
ホ
タ
テ
貝
柱
二
kg
に
対
し
三
〇
～
五
〇
QEgの

水
に
溶
か
し
'
水
溶
液

と
し
て
添
加
し
ま
し
た
｡
調

図2 ホタテフレークの製造工程

ル
に
な
る
よ
う
添
加
し
ま
し
た
｡
三
%
食
塩
水
'
お

よ
び
五
%
食
塩
水
で
煮
熟
し
た
場
合
'
煮
熱
貝
柱
の

塩
分
は
そ
れ
ぞ
れ
約

一
･四
%
'
約
二
･〇
%
と
な
り

ま
す
｡
塩
味
を
強
め
た
い
場
合
は
調
味
液
に
食
塩
を

加
え
､
希
望
す
る
塩
分
に
な
る
よ
う
調
整
し
ま
す
｡

ホ
タ
テ
貝
柱
フ
レ
ー
ク
を
用
い
た
拭
作
品

三
種
類
の
市
販
さ
れ
た
チ
ー
ズ
ス
プ
レ
ッ
ド

(プ

ロ
セ
ス
､
ク
リ
ー
ム
'
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
‥

パ
ン
に
ぬ

る
タ
イ
プ
の
チ
ー
ズ
)
と
貝
柱
フ
レ
ー
ク

を
混
ぜ
ま

し
た
｡
フ
レ
ー
ク
と
チ
ー
ズ
の
割
合
は

一
‥
二
で
し

た
｡
貝
柱
フ
レ
ー
ク
の
増
量
を
希
望
す
る
意
見
も
あ

り
ま
し
た
が
､
塗
り
易
さ
を
考
慮
し
た
場
合
'
そ
の

割
合
は

1
:
1
で
し
た
o
い
ず
れ
の
試
作
品
と
も
パ

ン
と
の
相
性
は
良
く
'
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
'
ト
ー
ス
ト
､

カ
ナ
ッ
ペ
､
チ
ー
ズ
入
り
オ
ム
レ
ツ
へ
サ
ラ
ダ
な
ど

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
用
途
が
拡
が
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
｡

(き
た
が
わ

ま
さ
ひ
こ
･
こ
だ
ま

ひ
ろ
ゆ
き

利
用
部
)

17
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例
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釧路水武だより 第74号 (1996･3)

写真 1 金属刃を用いて粉砕したときの貝柱フレーク (90秒後)

写真2 厚さ3mmのポリプ田ピレン刃を用いて

粉砕したときの具桂フレーク (90秒後)

写真3 厚さ1.5mmのポリプ田ピレン刃を用いて

粉砕したときの鼻柱フレーク (90秒後)

ー18



別持水枕だより 第74号 (1996･3)

ヽ

別

が

繁

平
成
七
年
度
水
産
拭
喰
研
究
プ
ラ
ザ

開
催
結
果
に
つ
い
て

平
成
七
年
度
の
水
産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ
は
､
五
月

十
六
日
に
別
海
町
で
開
催
さ
れ
た
,･,
ニ
プ
ラ
ザ
を
皮

切
り
に
､
こ
れ
ま
で
に
汁
十

一
回
､
延
べ
四
六
三
人

の
水
産
関
係
者
の
参
加
を
得
て
各
地
区
で
開
催
さ
れ
'

い
ず
れ
も
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
｡

平
成
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ラ
ザ
も
七
年
余

り
を
経
過
し
､
現
在
､
道
水
産
部
で
は
今
ま
で
の
プ

ラ
ザ
事
業
の
成
果
と
反
省
を
踏
ま
え
て
､新
た
に
r水

産
試
験
研
究
プ
ラ
ザ
事
業
｣
を
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
｡

こ
の
新
プ
ラ
ザ
事
業
で
は
'
浜
か
ら
好
評
を
得
て

い
る

｢ミ
ニ
プ
ラ
ザ
｣
を
主
体
と
し
て
各
地
で
開
催

す
る
と
と
も
に
'
プ
ラ
ザ
を
通
じ
て
要
望
の
あ
っ
た

ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
支
庁
､
指
♯
所
､
水
拭
の
三
者

で
構
成
す
る

｢プ
ラ
ザ
検
村
会
鵠
｣
を
開
催
し
､
そ

の
対
応
方
法
を
明
確
に
す
る
た
め
の
協
議
を
行
っ
て

拭
験
研
究
課
題
の
投
定
や
｢プ
ラ
ザ
関
連
喝
査
事
業
L

の
実
施
な
ど
に
反
映
し
な
が
ら
､
浜
の
要
望
に
応
え

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
､
今
後
と
も
関

係
各
位
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
｡

平成 7年度の水産法政研究プラザ開催状況

開催月 日 テ ー マ 等 開 催 場 所 参加人数

7年 5月16日 ･コマイの生態と資源調査結果について 別海町 東公民館 12

7月25日 ･今年のイカ .スケソの漁獲予想はこうだ ! 羅臼町 羅臼商工会 29

8月23日 ･太平洋系スルメイカの資源動向･根室海況のスケ トウダラについて 羅臼町 羅臼漁協 36

9月5日 ･雑海藻駆除技術によるコンプ漁場の回復について 根室市 歯舞漁協 38

9月25日 ･アサリ増殖場の資源管理について 浜中町 散布漁協 33

9月28日 ･雑海藻駆除技術によるコンプ漁場の回復について 根室市 根室漁協 59

10月25日 ･-タ-タの生態と資源管理について 釧路町 昆布森漁協 31

12月7日 ･ケガ二の資涼管理について･エソパフンウニ人工種苗放流マニュアル化事業の成果報告･地球環境と釧路の漁業 jI路市 くしろ水産センタ- 98

8年 1月14日 ･資源管理とハタハタ 弟子屈町 川汝牧光ホテル 64

1月30日 ･ウニ人工種苗放流マニュアル化試験について 厚岸町 厚岸漁協 33

3月7日 ･水産加工技術基盤整備事業の成果報告について 釧路市 釧路水式分庁舎 27
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釧路水書式だよLJ 第74号 (1996･3)

水
産
加
工
技
術
基
盤
整
備
事
業

研
究
成
果
報
告
会

開
催
に
つ
い
て

三
月
八
日
､
当
水
試
加
工
分
庁
舎
会
議
室
で
市
内

水
産
加
工
業
者
の
参
加
を
得
て

｢水
産
加
工
技
術
基

盤
整
備
事
業
｣
の
研
究
成
果
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
｡

こ
の
事
兼
は
､
地
域
の
水
産
加
工
業
の
振
興
を
目
的

と
し
て
国
か
ら
の
当
抜
群
菓
実
施
に
伴
う
補
助
金
を

も
と
に
公
設
試
験
研
究
機
関
と
水
産
加
工
業
者
が
共

同
研
究
を
行
う
と
と
も
に
､
共
同
研
究
に
必
要
t･<
械

器
類
を
公
設
試
験
研
究
税
関
に
を
備
す
る
事
業
で
あ

り
､
今
回
の
会
議
で
は
当
水
試
と
釧
路
市
水
産
加
工

振
興
協
議
会
と
の
共
同
研
究
と
し
て
行
わ
れ
た

r急

速
加
熱
技
術
を
用
い
た
高
機
能
な
ブ
ナ
サ
ケ
'
ス
ケ

ト
ウ
ダ
ラ
練
り
製
品
の
開
発
｣
と

｢サ
ケ
切
り
身

･

フ
ィ
レ
ー
製
品
の
簡
易
品
質
判
定
法
の
開
発
｣
の
成

果
を
地
域
の
水
産
加
工
業
者
に
紹
介
す
る
た
め
'
釧

路
市
役
所
水
産
課
が
事
務
局
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
｡

全
強
で
は
､
当
水
拭
の
担
当
研
究
員
か
ら
研
究
概

要
と
得
ら
れ
た
成
果
に
つ
い
て
申
告
し
た
後
へ
参
加

者
か
ら
の
熱
心
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
､

場
所
を
会
議
室
か
ら
加
工
場
に
移
し
て
研
究
に
使
用

さ
れ
た
機
器
の
紹
介
と
試
作
品
の
試
食
を
行
い
ま
し

た
｡ま

た
､
当
日
は
N
H
K
か
ら
の
取
材
も
あ
り
'
改
め

●i て
水
産
加
工
へ
の
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
る
と
と
も
に
､

参
加
さ
れ
た
水
産
加
工
業
者
の
サ
ケ
を
な
ん
と
か
し
な

け
れ
ば
と
い
う
熱
意
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
有

意
義
な
報
告
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
｡
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八
女
牡
の
写
暮
)

当
水
抗
の
本
庁
舎
は
､
昭
和
三
九
年
道
内
水
産
試

検
場
の
横
枠
改
革
に
よ
り
'
そ
れ
ま
で
の
本
支
甥
制

を
廃
止
L
t
r道
立
釧
路
水
産
試
験
場
｣
に
改
称
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
､
同
年
八
月
に
絵
工
女
約
三
'
二
〇
〇

万
円
を
投
じ
て
新
庁
舎
建
設
に
着
手
し
同
年
十

二
月

に
完
成
し
ま
し
た
が
､普
段
見
仕
れ
て
い
る
こ
の
庁

舎
も
完
成
時
に
は
'
さ
ぞ
か
し
立
派
な
建
物
だ

っ
た

と
思
い
ま
す
｡

当
時
､
こ
の
庁
舎
内
に
は
漁
業
蛮
帝
都
'
増
殖
部
'

加
工
部
の
三
研
究
部
と
捻
構
課
が
没
正
さ
れ
､
以
来
､

連
繋
地
域
に
お
け
る
水
産
業
の
拭
額
研
究
拠
点
と
し

て
数
々
の
試
験
研
究
に
取
り
軽
み
､
ま
た
そ
の
成
果

を
発
表

･
普
及
し
な
か
ら
地
域
水
産
業
は
勿
論
の
事
､

本
道
水
産
業
の
発
展
に
責
献
し
て
き
ま
し
た
｡

写
実
は
現
在
の
本
庁
舎
の
全
景
を
写
し
た
･&
の
で

す
か
､
庁
舎
落
成
後
か
ら
現
在
ま
で
の
問
に
は
幾
度

か
の
大
き
な
地
某
に
も
見
舞
わ
れ
'
そ
の
都
度
修
復

し
な
か
ら
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
が
'
幸
い
に
し

て
外
観
が
大
き
く
変
わ
る
程
の
使
徒
工
事
を
せ
ず
に

今
日
ま
で
来
れ
た
の
は
'
奇
跡
的

(?
)
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
｡

現
在
､
辻
水
産
卸
で
は
二
十

l
世
紀
に
向
け
た
新

た
な
拭
額
研
究
拝
制
の
確
立
を
目
指
し
､
水
産
試
験

場
の
再
編
亜
備
柵
想
を
策
定
中
で
あ
り
ま
す
l
こ
の

柵
想
が
実
現
す
る
暁
に
は
こ
の
庁
舎
も
取
り
壊
さ
れ
､

あ
ら
た
な
水
式
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
る
と
患

い
ま
す
が
'
そ
れ
ま
で
は
大
事
に
こ
の
庁
舎
を
使
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
｡

釧

持水枕
だ
よ
り

羊

川
号

発
行
年
月

日

編

集

委

員

発

行

人
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